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皆が笑顔になれる日を信じて、みんなで一歩ずつ

石川県生協連会員生協の対応について
令和６年能登半島地震特集

会長理事　大　谷　　学

　１月１日に最大震度７となる「令和６年能登半島地震」が発生しました。犠牲となられた皆
さまにお悔やみを申し上げるとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。この
地震により、会員生協の役職員３名の尊い命を奪われ、会員生協とご家族など関係者の皆様に
は、言葉にできない悲しみに包まれたことと思います。心からご冥福をお祈りします。

　県内全域で多くの方が被災し、特に能登地域で甚大な被害が発生しました。今も、余震、断
水が続いており、不安な中での生活を余儀なくされています。地域の一員として被災地の復旧・
復興をすすめ、一日も早く日常生活を取り戻すことをめざし、石川県生協連も会員生協の皆様、
行政や地域の皆様と力を合わせて、支援活動に全力を挙げて取り組んでいきます。

　この震災による会員生協の事業や活動、役職員の暮らしへの影響は計り知れません。この状
況の中で各会員は、組合員の暮らしへの支援、職員の生活への支援、被災地域への支援など多
岐にわたる取り組みをすすめています。しかしながら、私たちの力だけでは限界があり、地震
発災直後より、日本生協連をはじめ全国の生協の皆様から職員の派遣などの支援をいただき、
一緒に被災地の支援をすすめていることに、心から感謝申し上げる次第です。大震災という未
曽有の事態に直面し、各会員生協に不安が広がる中で、全国の生協の皆様から「つながる力」
「協同の力」をいただき、この災害に立ち向かっていく勇気が生まれています。

　これから、息の長い取り組みを想定していますが、石川県生協連の会員そして全国の生協の
皆様とのつながりを一層強めていくことが、組合員、役職員、地域に安心を育んでいくものと
信じています。皆が笑顔になれる日が来ることを信じて、みんなで一歩ずつ歩んでいきましょう。

「一人は万人のために万人は一人のために」
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　コ
ー
プ
い
し
か
わ

　
1
月
1
日
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
て
役
職
員
の
安
否
確
認
、
日
本
生
協
連

の
支
援
を
頂
き
な
が
ら
自
治
体
等
へ
の
物

資
提
供
、
事
業
継
続
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
1
月
6
日
よ
り
能
登
地
域
と
内
灘
町
の

組
合
員
約
6
、5
0
0
名
へ
全
国
の
生
協

か
ら
の
応
援
者
の
力
も
借
り
て
電
話
に
よ

る
安
否
確
認
を
し
ま
し
た
。
道
路
状
況
の

確
認
や
組
合
員
訪
問
な
ど
を
し
て
、
の
と

セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
（
志
賀
町
、
七
尾
市
、

中
能
登
町
、
羽
咋
市
）
で
は
1
月
10
日
よ

り
、
穴
水
町
の
一
部
で
は
２
月
５
日
よ
り

宅
配
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
穴
水
町
以
北

で
の
配
送
再
開
に
向
け
て
、
道
路
状
況
の

確
認
を
し
な
が
ら
再
開
希
望
の
組
合
員
へ

カ
タ
ロ
グ
の
配
布
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
発
災
直
後
か
ら
組
合
員
や
職
員
に
向
け

て
全
国
の
生
協
か
ら
多
く
の
励
ま
し
や
支

援
を
頂
い
て
い
ま
す
。
1
月
15
日
か
ら
は

全
国
の
生
協
か
ら
毎
週
30
名
の
職
員
に
の

と
セ
ン
タ
ー
で
の
配
送
同
乗
を
し
て
い
た

だ
き
、
の
と
セ
ン
タ
ー
職
員
の
元
気
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
1
月
29
日
よ
り
コ
ー

プ
共
済
加
入
組
合
員
約
２
、５
０
０
世
帯

へ
の
お
見
舞
い
訪
問
を
3
週
間
で
70
名
の

応
援
を
い
た
だ
き
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
や
市
町
と
の
災
害
時
支
援
協
定
に
基

づ
い
て
、
1
月
4
日
よ
り
物
資
の
調
達
や

提
供
、
お
届
け
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
1

月
下
旬
よ
り
小
松
市
や
野
々
市
市
の
2
次

避
難
所
へ
毎
日
の
朝
食
や
夕
食
と
な
る
お

に
ぎ
り
や
パ
ン
、
弁
当
な
ど
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　
組
合
員
に
向
け
て
も
、
支
援
募
金
や
応

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
呼
び
か
け
、

組
合
員
講
師
に
よ
る
2
次
避
難
所
で
の
体

操
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
全
国
の
生
協
と
一
緒
に
組
合

員
や
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
き
、

応
え
て
い
き
ま
す
。
（
2
月
14
日 

記
）

（
コ
ー
プ
い
し
か
わ
　
坂
本
　
和
代
）

　
コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合

　
コ
ー
プ
北
陸
で
は
1
月
2
日
午
前
10
時

に
第
1
回
目
の
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
1
月
2
日
は
地
震
の
影
響
で
北
陸
自
動

車
道
加
賀
Ｉ
Ｃ
か
ら
黒
部
Ｉ
Ｃ
ま
で
が
通

行
止
め
と
な
り
、
商
品
の
入
荷
に
支
障
が

な
い
か
、
週
末
か
ら
開
始
さ
れ
る
商
品
の

転
送
が
で
き
る
か
ど
う
か
大
変
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
は
、
1
月
3
日

に
北
陸
自
動
車
道
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
、

翌
日
に
は
の
と
里
山
海
道
柳
田
Ｉ
Ｃ
か
ら

上
棚
矢
駄
Ｉ
Ｃ
間
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、

の
と
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
転
送
ル
ー
ト
確
保

の
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。

　
コ
ー
プ
北
陸
で
は
発
災
以
降
、
行
政
か

ら
要
請
が
あ
っ
た
物
資
の
調
達
、
受
注
商

品
の
調
達
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
地
震
の

影
響
に
よ
り
、「
防
寒
ア
ル
ミ
ポ
ン
チ
ョ
」

や
「
非
常
用
保
温
寝
袋
」「
簡
易
（
携

行
）
ト
イ
レ
」「
防
災
食
」
の
需
要
が
急

増
し
、
受
注
数
分
の
商
品
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
エ
リ

ア
（
事
業
所
）
優
先
で
お
届
け
す
る
な
ど

の
対
応
を
実
施
し
ま
し
た
。

のとセンターに届く全国の生協からの温かいメッセージ

1月18日能登町へ支援物資をお届け

津波によりアスファルトがめくりあがり流された能登町布浦地区

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

特
集

石
川
県
生
協
連
会
員
生
協
の
対
応
に
つい
て
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避
難
所
以
外
へ
の
避
難
者
も
含
め
て
多

く
の
方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
1
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
に

向
け
、
こ
れ
か
ら
も
各
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
支
援
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

（
コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合
　
森
田
　
満
）

　石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協

　
こ
く
み
ん
共
済
c
ｏ
ｏ
ｐ
は
、
被
災
組

合
員
へ
の
迅
速
な
共
済
金
支
払
い
を
行
う

た
め
、
1
月
10
日
よ
り
災
害
対
応
動
員
を

開
始
し
ま
し
た
。
全
国
の
役
職
員
に
よ
る

調
査
と
共
済
金
支
払
い
を
日
々
進
め
て
い

ま
す
。

　
現
場
調
査
に
お
い
て
は
、
一
日
も
早
く

共
済
金
を
お
届
け
す
る
た
め
、
様
々
な
工

夫
を
図
り
な
が
ら
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
日
本
各
地
で
発
生
す
る
地
震
や

多
発
化
・
大
規
模
化
し
て
い
る
自
然
災
害

に
対
し
、
最
適
な
保
障
の
提
案
と
と
も
に
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
に
寄
り
添
い
、

丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

　
（
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協赤

松
　
智
代
）

　
金
沢
医
療
生
協

　
1
月
1
日
に
は
、
石
川

民
医
連
で
は
対
策
本
部
を

設
置
、
石
川
県
生
協
連
で

も
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

と
も
に
災
害
支
援
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。
医

療
・
介
護
従
事
者
と
し
て

で
き
る
こ
と
、
1
月
3
日

の
当
番
医
対
応
、
4
日
か

ら
介
護
事
業
の
開
始
に
向

け
て
、
片
付
け
と
安
否
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
で
、
避

難
中
の
方
、
自
宅
損
壊
の
方
な
ど
多
数
お

ら
れ
ま
す
。
被
害
が
大
き
か
っ
た
輪
島
診

療
所
の
職
員
に
休
憩
と
事
業
継
続
支
援
に
、

石
川
・
全
国
か
ら
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤

師
・
心
理
職
・
事
務
な
ど
の
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
田
上
・
鈴
見
台
地
域
の
組
合
員

さ
ん
訪
問
で
は
、
崖
崩
れ
、
断
水
で
避
難

所
生
活
を
さ
れ
た
方
、
家
の
中
の
段
差
で

引
っ
越
し
、
家
の
前
の
道
路
が
陥
没
し
て

い
る
所
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
塀
や
玄
関

の
ひ
び
割
れ
な
ど
も
あ
り
、
罹
災
証
明
書

を
提
出
し
た
方
、
ま
だ
の
方
に
つ
い
て
は

手
続
き
の
説
明
な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自
治
体
へ
の
要
望
は
、
避
難
所
生
活
の
整

備
と
避
難
所
の
確
認
で
す
。

　
（
金
沢
医
療
生
協

専
務
理
事
　
柴
原
　

ひ
ろ
み
）

現場調査の様子

被害箇所の確認

輪島の事業所にメッセージ

鈴見台地域の状況
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　石
川
県
学
校
生
協

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
は
現
在
も
余

震
が
続
い
て
お
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
す
が
、
人
的
支
援
活
動
や
復
旧
作
業
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
能
登
地
区
に

お
け
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
配
送
は
ほ
ぼ
再
開
し

て
い
ま
す
が
、
奥
能
登
地
区
は
車
両
の
通

行
規
制
が
あ
る
上
に
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
学
校
へ
の
配
達
や
、
ご
自
宅
が
被
災
さ

れ
て
い
る
組
合
員
へ
の
個
配
が
困
難
な
状

況
で
す
。

　
学
校
生
協
に
は
、
小
中
学
生
の
避
難
の

受
け
入
れ
学
校
か
ら
学
用
品
の
提
供
要
望

が
あ
り
、
無
償
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
の
影
響
で
休
校
し
て
い
た
学
校
は

２
月
６
日
に
再
開
は
し
ま
し
た
が
、
被
災

前
と
は
程
遠
い
授
業
内
容
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
他
の
支
援
に
つ
い
て
は
学
校
の
受
け

入
れ
が
整
い
次
第
、
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
石
川
県
学
校
生
協

専
務
理
事
　
中
多
　
晃
）

　
金
沢
大
学
生
協

　
金
大
生
協
の
正
規
職
員
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
職
員
等
は
、
安
否
確
認
の
結
果
、

幸
い
全
員
無
事
で
し
た
。

　
店
舗
状
況
確
認
を
1
月
2
日（
火
）に
実

施
し
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
関
係
で
の
異

常
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
店

商
品
、
貯
蔵
品
等
の
落
下
が
あ
り
、
特
に

宝
町
の
医
学
購
買
の
書
籍
等
の
落
下
は
ひ

ど
く
、
ほ
ぼ
棚
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
状

況
で
し
た
。
医
学
食
堂
も
、
店
舗
入
口
自

動
ド
ア
外
側
の
ア
ル
ミ
枠
が
外
れ
た
状
態

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
金
大
生
協
の
子
会
社
㈱
コ
ー
プ
総
合
リ

ビ
ン
グ
石
川
（
以
下
子
会
社
）
が
学
生
居

住
の
物
件
を
管
理
し
て
い
る
た
め
、
1
月

4
日（
木
）、
5
日（
金
）に
外
観
点
検
を
実

施
し
、
状
況
を
各
オ
ー
ナ
ー
へ
連
絡
し
ま

し
た
。 

ま
た
、 

入
居
者
の
所
在
確
認
と
室
内

被
害
状
況
確
認
の
た
め
入
力
用
の
フ
ォ
ー

ム
を
金
大
生
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
案
内
・

設
置
（
1
月
4
日（
木
）〜
）
し
、
入
居
者

に
、
メ
ー
ル
・
入
居
者
ア
プ
リ
・
電
話
か

け
に
よ
り
、
入
力
を
案
内
し
ま
し
た
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
な
ど
の
緊
急
性
が
高
い

も
の
を
優
先
に
、
現
地
確
認
、
オ
ー
ナ
ー

連
絡
、
修
繕
手
配
を
実
施
し
ま
し
た
。
緊

急
性
が
高
く
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
順

次
、
入
居
者
と
連
絡
を
と
り
、
現
地
確
認

を
実
施
、
オ
ー
ナ
ー
に
報
告
し
、
修
繕
が

必
要
な
も
の
は
手
配
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
授
業
が
原
則
遠
隔
授
業
に
変
更

さ
れ
、
対
面
授
業
は
1
月
15
日（
月
）か
ら

と
な
っ
た
た
め
、
1
月
5
日（
金
）に
購
買
、

食
堂
の
営
業
時
間
を
変
更
し
、
組
合
員
に

金
大
生
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
案
内
し
ま
し
た
。

　
1
月
15
日（
月
）以
降
は
授
業
も
対
面
授

業
と
な
り
、
通
常
の
状
態
に
戻
り
、
そ
の

後
生
協
の
施
設
に
お
い
て
地
震
に
よ
る
不

具
合
等
は
な
く
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
子
会
社
に
よ
る
入
居
者
と
の
、
未

連
絡
者
連
絡
や
部
屋
の
修
繕
等
は
、
現
在

も
対
応
中
で
す
。

　
今
回
の
地
震
で
金
大
生
協
と
し
て
、
備

え
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
被
災
時
で
の
食
事
等
の
提
供
が
で
き

る
か
、
そ
も
そ
も
食
材
や
商
品
の
調
達
が

可
能
か
、
厨
房
や
店
舗
の
棚
や
機
器
類
の

耐
震
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
管
理
し
て
い

る
物
件
に
お
い
て
、
入
居
者
の
安
全
確
保
、

建
物
の
異
常
対
応
等
の
対
応
に
つ
い
て
も

同
様
で
す
。
今
後
、
大
学
と
も
協
議
し
役

割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
今
回
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
早
急
に
取
り

組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
金
沢
大
学
生
協
　

専
務
理
事
　
坂
口
　
辰
彦
）

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

特
集

石
川
県
生
協
連
会
員
生
協
の
対
応
に
つい
て

フレッシュ商品を学校にお届けする様子

七尾市  中学校校舎前の被災状況

宝町キャンパス医学類購買
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　石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
生
協

　
今
回
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
石
川

高
専
で
は
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
生
協
の
入
る
「
養
高
館
」

と
い
う
学
内
福
利
施
設
自
体
の
大
き
な
損

傷
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
周
辺
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
や
広
場
等
が
、
液
状
化
現
象
に

よ
り
盛
り
上
が
り
、
震
災
当
日
か
ら
2
週

間
ほ
ど
は
車
両
が
建
物
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

　
昨
年
学
校
と
締
結
し
た
「
災
害
時
に
お

け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
も
と
、

当
日
数
名
滞
在
し
て
い
た
寮
生
へ
の
物
資

提
供
依
頼
を
受
け
、
翌
日
2
日
の
午
前
に

店
内
に
あ
る
ド
リ
ン
ク
や
食
料
品
を
提
供

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
そ
の
後

も
も
う
１
回
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
協
職
員
７
名
の
安
否
確
認
が
で
き
、

　
　
　
　
家
屋
も
含
め
無
事
を
確
認
で
き

　
　
　
　
ま
し
た
。

　
学
校
は
当
初
連
休
明
け
の
9

日（
火
）か
ら
授
業
開
始
で
し
た

が
、
対
面
で
の
通
常
授
業
は
１

週
間
遅
れ
の
15
日（
月
）か
ら
と

な
り
、
そ
の
間
は
遠
隔
と
対
面

の
授
業
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
行

う
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
協
の
営
業
は
食
堂
・
購
買

と
も
に
２
月
15
日
よ
り
営
業
再

開
が
で
き
、
登
校
し
た
一
部
の

学
生
、
教
職
員
へ
の
提
供
を
開

始
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
が
、
お
陰
様
で
営
業
に
つ
い

て
は
現
在
も
大
き
な
問
題
も
な

く
運
営
が
で
き
て
い
る
状
態
で

す
。

（
石
川
高
専
生
協
　
谷
口
　
修
）

　
大
学
生
協
事
業
連
合
関
西
北
陸
地
区

　
大
学
生
協
連
と
連
携
し
て
、
発
生
当
日

か
ら
情
報
収
集
・
分
析
と
必
要
な
対
応
・

情
報
共
有
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

１
．
会
員
生
協
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
　

①
店
舗
被
害
は
、
多
く
の
生
協
が
商
品
落

下
等
の
軽
微
な
も
の
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。

・
一
部
ガ
ス
管
損
傷
に
よ
る
営
業
開
始

遅
延
（
石
川
高
専
）、
店
舗
設
備
破

損
（
金
沢
大
）、
建
物
設
備
等
の
ひ

び
割
れ
（
富
山
大
、
新
潟
大
、
新
潟

県
立
大
）
が
発
生
。

・
液
状
化
現
象
に
よ
る
影
響
は
広
範
囲

に
見
ら
れ
た
（
石
川
高
専
、新
潟
大
等
）

②
役
職
員
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
は
、
石

川
高
専
生
協
　
教
員
監
事
１
名
の
死
亡

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
発
災
直
後
の
避
難
、
役
職
員
住
居
の

被
災
は
多
く
発
生
。

２
．
学
生
生
活
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て

①
発
災
直
後
よ
り
一
人
暮
ら
し
関
連
の
問

い
合
わ
せ
等
が
多
発
、
随
時
対
応
を
進

め
て
い
ま
す
。

・
発
災
日
が
元
旦
だ
っ
た
た
め
、
帰
省

後
に
住
居
に
戻
り
異
常
を
確
認
す
る

事
案
が
多
数
。

（
大
学
生
協
事
業
連
合
　
長
島
　
安
永
）

グランド内に土砂崩れ養高館前のアスファルト

能登半島地震に関する動き
～SNS発信（関西北陸ブロック学生事務局）編～



第
53
回 

石
川
県
消
費
者
大
会
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●
日
　
時
　
2
0
2
3
年
11
月
13
日（
月
）

●
会
　
場
　
石
川
県
農
業
会
館
６
階
大
ホ
ー
ル

　
Ｊ
Ａ
、
漁
協
、
森
連
、
生
協
の
協
同

組
合
か
ら
57
名
が
参
加
し
、
協
同
組
合

間
連
携
を
目
的
に
学
習
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

常
務
理
事
　
伊
藤
治
郎
氏
を
講
師
に

「
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し

ま
し
た
。

　
講
演
を
受
け
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
今
の
「
協
同
組
合
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
見
て
ど
ん
な
風
に
感
じ
る

か
？
」「
こ
れ
か
ら
の
協
同
組
合
、
こ

う
だ
っ
た
ら
い
い
な
」
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ま
と
め
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
4
つ
の
協
同
組
合
か
ら
実
践
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
〉

・
協
同
組
合
間
で
つ
な
が
り
を
持
て
た
ら
、

お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
。（
漁
協
参

加
者
）

・
新
人
研
修
な
ど
他
協
同
組
合
と
連
携
し

た
事
業
が
で
き
る
と
良
い
と
思
っ
た
。

　（
森
林
組
合
参
加
者
）

・
他
事
業
の
組
合
に
つ
い
て
知
る
機
会
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
大
変
貴
重
な

場
と
な
っ
た
。（
生
協
参
加
者
）

・
他
組
合
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
も
多
く
、

持
ち
帰
る
も
の
も
多
く
感
じ
た
。
有
意

義
だ
っ
た
。（
J
A
参
加
者
）

　「
ニ
セ
科
学
視
点
か
ら
健
康
食
品
・

サ
プ
リ
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
東
京

大
学
非
常
勤
講
師  

左
巻
健
男
氏
か
ら

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
左
巻
氏
は
「
ニ
セ
科
学
に
騙
さ
れ
な

い
！
ニ
セ
科
学
を
見
抜
く
セ
ン
ス
を
持

つ
に
は
、「
た
っ
た
一
つ
の
も
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
病
気
が
治
っ
た
り
、
健
康
に

な
っ
た
り
す
る
万
能
な
も
の
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
。「
お

金
が
か
か
る
」
の
は
お
か
し
い
。
医
薬

品
は
膨
大
な
労
力
・
研
究
費
が
掛
か
る
の

で
高
額
に
な
る
が
、
サ
プ
リ
等
で
は
お
金

が
掛
か
ら
な
い
。
ネ
ッ
ト
や
本
で
ま
と
も

な
情
報
を
調
べ
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
団
体
か
ら
は
、
消
費
者
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
い
し
か
わ
　

副
理
事
長
　
村
上
　
裕

氏
よ
り
、
定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

会場で81名、オンラインで23名が参加

●
日
　
時
　
2
0
2
3
年
11
月
10
日（
金
）

●
会
　
場
　
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

●
テ
ー
マ
　「
健
康
食
品
・
サ
プ
リ
を
考
え
る
」

●
主
　
催
　
石
川
県
消
費
者
大
会
実
行
委
員
会

第
53
回 

石
川
県
消
費
者
大
会

２
０
２
３
年 

協
同
組
合
学
習
交
流
会

２
０
２
３
年 

協
同
組
合
学
習
交
流
会

講師の伊藤常務理事

講師の左巻氏

実践報告の様子
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●
日
　
　時
　2
0
2
3
年
11
月
12
日（
日
）

●
開
催
場
所
　能
登
町
一
円

　
石
川
県
防
災
総
合
訓
練
は
、
11
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
頃
、
能
登
半
島
東
方
沖
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
能
登
町
で

震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
や
自
衛
隊
な
ど
約
103
の
関
係
機
関

と
住
民
合
わ
せ
て
1
6
、0
6
5
人
ほ
ど

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
石
川
県
生
協
連
で
は
、
コ
ー
プ
い
し
か

わ
、
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協
と
と
も
に
、

救
援
物
資
陸
上
輸
送
訓
練
、
子
ど
も
防
災

体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

〇
救
援
物
資
陸
上
輸
送
訓
練

　
能
登
空
港
広
域
物
資
輸
送
拠
点
か
ら
物

資
（
飲
料
水
）
を
能
登
高
校
第
２
体
育
館

ま
で
届
け
ま
し
た
。

【
輸
送
訓
練
に
参
加
し
て
】

（
コ
ー
プ
い
し
か
わ
　
岡
本
　
貞
孝
）

・
災
害
発
生
時
の
役
割
確
認
及
び
行
動
の

イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
。

・
現
地
ま
で
の
輸
送
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
あ
る
ル
ー
ト
か
ら
災
害
発
生

時
に
ど
う
い
っ
た
情
報
か
ら
ど
う
判
断

し
て
ル
ー
ト
を
選
択
す
る
の
か
が
課
題

と
感
じ
た
。（
通
行
止
め
の
有
無
、
最

短
時
間
の
優
先
有
無
）

〇
子
ど
も
防
災
体
験

　
能
登
高
校
体
育
館
で
「
災
害
体
験
Ｖ
Ｒ

ゴ
ー
グ
ル
」
「
親
子
で
学
べ
る
防
災
ク
イ

ズ
」
の
実
施
と
「
紙
ぶ
る
る
」
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

【
子
ど
も
防
災
体
験
を
実
施
し
て
】

　
　
（
共
済
生
協
　
赤
松
　
智
代
）

　
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
は
火
事
、
地
震
、
水
害

を
疑
似
体
験
で
き
る
も
の
で
、
思
わ
ず
声

が
出
る
ほ
ど
の
リ
ア
ル
な
状
態
を
中
学
生

以
上
が
体
験
し
ま
し
た
。

　
防
災
ク
イ
ズ
は
小
中
学
生
が
楽
し
み
な

が
ら
地
震
の
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　
紙
ぶ
る
る
は
紙
で
家
の
模
型
を
作
り

「
筋
交
い
」
の
有
り
無
し
で
、
地
震
が
あ

っ
た
と
き
に
建
物
が
ど
れ
く
ら
い
揺
れ
る

か
を
比
較
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
模
型

で
す
。

　
近
年
大
災
害
が
多
発
し
、
防
災
に
つ
い

て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ク

イ
ズ
や
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
が
正
し
い
知
識
を
学
び
、
家
族
み
ん

な
で
万
一
の
場
合
に
備
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

第
64
回 

石
川
県
防
災
総
合
訓
練
に
参
加

第
64
回 

石
川
県
防
災
総
合
訓
練
に
参
加

物資輸送車両

避難所での物資の受け渡し

VRゴーグル体験

防災クイズに挑戦する中学生
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　令和6年能登半島地震発生から3ヶ月が経とうとしています。一日も早く被災された皆さまが日常の暮らしを取り戻すことができるように、1月22日に日本生協連より全面的な支援を受け「コープ被災地支援センター」を立ち上げ、全国の仲間と共に被災地のニーズに寄り添った支援に取り組んでいます。　引き続き全国の生協の仲間や行政、地域の諸団体と連携・協同して、会員生協とともに安心して暮らせる地域社会づくりの一翼を担い貢献していきたいと思います。　助け合いの組織である生協として力を合わせ、よりよい生活と安心して暮らせる社会の実現に向けて、ともに奮闘してまいりましょう。

専務理事　浅田　晋一

　この本は以前、テレビ番組でタレントのカズレー
ザーさんが紹介した一冊です。
　私はほとんど本を読みませんが、こういった類の
ものであれば興味がありますので、すぐに本屋さん
へ行き購入しました。
　内容は「ジャンプして成層圏にたどり着くには？」
とか「鍵盤がいくつあれば、ピアノで超音波を出せ
る？」など実に無茶なことをＮＡＳＡ出身の著者が科
学の知識に基づき、ユーモアたっぷりに書かれてい
ます。
　またこの本の挿絵が絶妙なバランスなのです。こ
のような「ホントにくだらない」とか「バカバカしく役
に立たない」けれども、そこに真剣に取りくみ答えを
見出す、そんな内容の本がつまらないわけがありま
せん。
　シリーズとして他に３種類出ています。大笑いする
こと間違いなしです。

石川県学校生協　宮田　正武

『ハウ・トゥー』

県生協連活動日誌
●12月  1日　JA石川県中央会　国消国産シンポジウム
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター
●12月  4日　令和5年度　食の安全・安心の確保に関する
　　　　　　 講演会・意見交換会
　　　　　　 ▶石川県庁会議室
●12月  6日　いしかわフードバンク・ネット第4回理事会
　　　　　　 ▶石川県社会福祉協議会
●12月  7日　第3回三役会▶古府センター会議室
●12月  8日　2023年度　第2回東海北陸県連協議会
　　　　　　 ▶石川四高記念文化交流館
●12月15日　2023年度　生協連図上型防災訓練
　　　　　　 ▶Web会議
●12月18日　労福協第6回理事会、懇親会
　　　　　　 ▶ＡＮＡホリデイイン金沢スカイ
●12月19日　石川県ユニセフ協会第2回理事会
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター
●12月21日　消費者支援ネットワークいしかわ第3回消費者部会
　　　　　　 ▶石川県女性センター

●　1月　1日　令和6年能登半島地震発生
●　1月　5日　連合石川・労福協合同「2023新春の集い」
　　　　　　 ＊中止
●　1月　9日　年始挨拶回り▶石川県知事、漁協  ＊中止
●　1月10日　年始挨拶回り▶北陸農政局、JA中央会  ＊中止
●　1月10日　消費者支援ネットワークいしかわ第6回理事会
　　　　　　 ▶金沢市長土塀青少年センター
●　1月11～12日　全国方針検討集会▶Web会議  欠席
●　1月11日　日本生協連賀詞交歓会▶東京  欠席
●　1月15日　第4回石川県消費者大会実行委員会
　　　　　　 ▶Web会議
●　1月16日　第5回企画運営委員会▶Web会議  ＊中止
●　1月18日　第95回メーデー第１回実行委員会
　　　　　　 ▶フレンドパーク石川  欠席
●　1月18日　年始挨拶回り▶金沢市長  ＊中止
●　1月19日　第3回広報委員会▶Web会議
●　1月19日　年始挨拶回り▶森連  ＊中止
●　1月22日　生協連第5回理事会▶Web会議
●　1月22日　「コープ被災地支援センター」設置
●　1月22日　生協連行政懇談会  ＊中止
●　1月24日　協同組合学習交流会第5回準備会  ＊中止
●　1月25日　関西地連第4回運営委員会・県連活動推進会議
　　　　　　 ▶Web会議

●　2月　1日　金沢市令和5年度 第2回食の安全・安心委員会
　　　　　　 ▶金沢市保健所
●　2月　6日　第4回三役会▶Web会議  ＊延期
●　2月　7日　第2回役職員研修会▶Web研修  ＊中止
●　2月22日　消費者支援ネットワークいしかわ第4回消費者部会
　　　　　　 ▶金沢市女性センター
●　2月26日　第2回石川県食の安全安心対策懇話会
　　　　　　 ▶書面開催
●　2月29日　労福協第7回理事会▶フレンドパーク石川

●　3月　1日　第4回三役会▶Web会議
●　3月　6日　第6回理事会▶Web会議
●　3月12日　第5回企画運営委員会▶書面開催
●　3月14日　消費者支援ネットワークいしかわ第7回理事会
　　　　　　 ▶金沢市長土塀青少年センター
●　3月29日　日本生協連総会議案検討会議▶Web会議
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